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寓
済
欄

⑳
宮
城
支
部

◎
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

今
年
も
9
月
3
0
日
、

「
シ
ェ
ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
」

を
会
場
に
県
内
全

地
区
か
ら
6
4
名
が

集
い
開
催
さ
れ
ま

した。4
人
1
組
の
1
6
組

で
ス
タ
ー
ト
。
各
人
、

日
頃
鍛
え
た
腕
で
熟

戦
を
繰
広
げ
、
歓
声
h

の
中
で
秋
の
一
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
。優

　
勝

川
村
幸
雄
（
栗
原
）

準
優
勝

庄
子
知
子
（
仙
南
）

レ
デ
ィ
ス
優
勝

庄
子
知
子
（
仙
南
）

レ
デ
ィ
ス
準
優
勝

佐
藤
友
子
（
仙
南
）

◎
2
6
年
度
O
B
交
流
会
の
開
催

1
0
月
2
3
日
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
、
電
友

会
、
宮
城
退
職
者
の
会
の
共
催
に
よ
り
「
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
を
始
め
県
内
5
会
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
び
開
催
、
合
計
5
0
0
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
N
T
T
東
日
本
取
締
役
宮
城
事
業
部
長
柴
田

基
靖
様
か
ら
歓
迎
と
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
労
い
や

N
T
T
事
業
の
現
況
等
に
つ
い
て
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
小
野
寺
本
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
賑
や
か
な

交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
仙
台
会
場
で
は
、
N
T

T
宮
城
事
業
部
の
幹
部
の
方
々
、
2
5
年
勤
続
に
よ
り

表
彰
さ
れ
た
現
役
社
員
の
皆
様
、
更
に
は
グ
ル
ー
プ

会
社
幹
部
の
方
々
、
そ
し
て
O
B
と
合
計
3
0
0
名

が
一
同
に
会
し
熱
気
に
包
ま
れ
た
交
歓
会
と
な
り
ま

した。途
中
、
参
加
者
も
加
わ
っ
た
”
す
ず
め
踊
り
〟
　
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
入
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り

来
年
の
再
会
を
期
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
幹
事
を
中
心
に
6
1
名
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
野
寺
会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
報
の
手
配
り
や
会

の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た。
事
務
局
か
ら
は
、
9
月
開
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
1
0
月
開
催
の
会
員
作
品
展
、
2
7
年
1
月
開

催
の
新
年
例
会
等
、
今
後
の
行
事
予
定
の
周
知
と
参

加
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

⑳
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ

◎
理
事
会
。
幹
事
会
の
開
催

9
月
1
8
日
、
N
T
T
五
橋
第
2
ビ
ル
に
お
い
て
理

事
会
・
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
、
副
会
長
、
各

理
事
を
は
じ
め
会
報
の
手
配
り
等
を
担
当
し
て
い
る

会
議
終
了
後
は

食
堂
で
懇
親
会
を

行
い
、
会
報
手
配

り
時
の
労
苦
を
み

ん
な
で
労
い
合
い

ま
し
た
。

◎
作
品
展
の
開
催

1
0
月
2
4
日
か
ら

2
9
日
ま
で
の
6
日

間
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に

於
い
て
会
員
作
品

展
を
開
催
し
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
活

動
を
中
心
と
し
た

日
ご
ろ
の
創
作
活

動
の
発
表
の
場
と

し
て
、
隔
年
ご
と
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文化講演会模様

に
開
催
し
て
来
た
作
品
展
も
今
回
で
七
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
石
巻
電
友
会
、
栗
原
ク

ラ
ブ
の
会
員
、
家
族
か
ら
絵
画
、
書
道
、
手
工
芸
、

絵
手
紙
、
文
芸
、
小
品
盆
栽
等
1
2
0
点
を
超
す
作

品
が
出
展
さ
れ
、
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
よ

り
称
賛
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
の
開
催

日
月
2
8
日
、
で
ん
で
ん
宮
城
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
、

宮
城
退
職
者
の
会
、
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
共
催
に
よ
る
「
い

き
い
き
ネ
ッ
ト
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
課
長
補
佐

木
村
光
弘
様
を
講
師
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
害
が
増
大
す
る
一
方
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

は
、
我
々
も
大
い
に
注
意
を
し
て
お
り
、
当
日
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
被
害
に
会
わ
な
い
重

要
な
対
処
策
で
あ
る
」
と
の
お
話
に
一
同
大
い
に
う

な
ず
き
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
な
が
ら
講
演
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
五
橋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
第
1
8
回
N
T
T
・

O
B
東
北
南
三
県
対

抗
親
善
囲
碁
大
会
の

開
催毎

年
、
福
島
、
山

形
、
宮
城
各
県
の
幹

事
持
ち
回
り
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
標
記

大
会
に
つ
い
て
、
今

年
は
、
宮
城
が
当
番

て
、
各
人
が
四
回
戦
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た。
結
果
は
、
優
勝
宮
城
チ
ー
ム
、
準
優
勝
山
形
チ
ー

ム
、
第
3
位
福
島
チ
ー
ム
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
終
了
後
は
、
表
彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
と

な
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
和
気
合
い
合
い

思
い
出
話
に
浸
る
な
ど
し
て
語
り
合
い
、
本
大
会
が

継
続
的
に
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
次
回
は
福
島
で
の
再

会
を
誓
い
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

寒
気
に
も
関
わ
ら

ず
1
5
0
名
が
参

加
し
熱
心
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
ご

担
当
の
方
か
ら
実

際
例
を
具
体
的
に

お
聞
き
し
、
決
し

て
他
人
事
で
は
な

い
と
思
う
と
共
に

「
家
族
の
日
頃
の

幹
事
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
遠
刈
田
温
泉
の
「
さ
ん

さ
亭
」
に
お
い
て
、
9
月
8
～
9
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
、
紅
葉
に
は
一
足
早
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ホ
テ
ル
の
側
を
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
も
聞
こ
え

る
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
七
段
の
高
段
者
か
ら
3
級
の
級
位
者
ま

で
、
か
つ
、
8
0
歳
代
か
ら
6
0
歳
代
ま
で
と
幅
広
い
年

齢
層
か
ら
構
成
さ
れ
た
各
8
名
ず
つ
が
集
い
、
旧
交

を
温
め
つ
つ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
名
誉
に
か
け

㊨
仙
南
◎
田
舎

◎
第
一
回
役
員
会
開
催

開
催
日
時
　
平
成
2
6
年
7
月
2
4
日
午
前
1
0
時
～

議
題

1
、
秋
の
旅
行
に
つ
い
て

山
形
県
、
鶴
岡
市
・
加
茂
水
族
館
1
0
月
1
4
日
～
1
0

月
1
5
日
（
一
泊
二
日
）

大
型
台
風
1
9
号
の
接
近
予
報
、
1
0
月
1
2
日
に
日
程

を
1
1
月
2
5
日
～
2
6
日
に
変
更

2
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

4
人
の
方
か
ら
辞
任
の
申
し
出
あ
り
、
後
任
候
補

者
に
つ
い
て
役
員
会
で
人
選
し
会
長
が
個
人
に
当
た

る。3
、
平
成
2
7
年
度
の
総
会
の
日
程
に
つ
い
て

4
月
日
日
午
前
1
1
時
～
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4
、
文
化
講
演
会
に
つ
い
て

講
演
内
容
は
「
食
生
活
と
健
康
に
つ
い
て
」
で
ど

う
か
？
講
師
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
交
渉
す
る
。

◎
N
T
T
。
O
B
。
O
G
交
流
会
．

平
成
2
6
年
1
0
月
2
3
日
　
出
席
者
3
9
名

O
G
の
出
席
者
が
全
体
（
3
9
名
）
　
の
1
／
3
弱
、

で
も
O
G
の
パ

ワ
ー
で
踊
り
を
披

露
、
輪
の
中
に
O

B
の
方
も
入
り
一

緒
に
踊
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
が
、
長
老
た

ち
の
不
参
加
が
目

立
ち
淋
し
か
っ
た

です。
◎
サ
ー
ク
ル
活
動

優
　
勝

庄
子
　
知
子

（準優勝）

準
優
勝

佐
藤
　
友
子

（
第
5
位
）

㈲
麻
雀
愛
好
会

・
第
5
1
回
麻
雀
大

会
模
様
に
つ
い
て

蔵
王
の
麓
、
新

侶
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

私
た
ち
の
愛
好
会
は
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
練
習
し

春
・
秋
と
2
回
の
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
の

春
季
大
会
は
5
月
1
6
日
五
月
晴
れ
の
中
、
グ
リ
ン
ピ

ア
岩
沼
で
開
催
（
参
加
者
1
4
名
）
　
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
小
川
て
る
子
　
準
優
勝
　
永
沢
　
晴
男

又
、
宮
城
支
部
主
催
の
大
会
（
参
加
者
6
4
名
）
　
に

於
い
て
も
立
派
の
成
績
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

レ
デ
ィ
ス
部
門
（
全
体
順
位
）

緑
に
囲
ま
れ
た
白
石
へ
1
3
人
の
雀
士
が
集
合
し
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
表
彰
式
後
、
梅
雨
の
合
間
の
暑

さ
又
舌
戦
で
喉
が
渇
き
ジ
ョ
ッ
キ
片
手
に
5
1
回
大
会

の
反
省
と
次
回
に
向
け
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り

と
　
き
　
平
成
2
6
年
6
月
2
5
日
午
前
1
0
時
～

と
こ
ろ
　
白
石
市
　
薬
師
の
湯
「
ひ
ま
わ
り
」

優
勝
　
野
口
　
輝
満
　
　
準
優
勝
　
小
西
　
宗
弘

性
1
4
名
が
参
加
し
実
施
、
当
初
の
目
標
人
数
を
ク
リ

ア
し
、
大
型
バ
ス
で
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
2
日

の
午
後
1
時
半
に
古
川
駅
前
を
出
発
、
一
路
、
天
童

温
泉
を
目
指
し
ま
し
た
。
車
中
で
は
夜
の
懇
親
会
に

向
け
、
話
し
が
盛
り
上
が
り
、
予
定
ど
お
り
の
時
間

宣
ホ
テ
ル
王
将
に
到
着
し
ま
し
た
。
懇
親
会
模
様
は

皆
さ
ん
の
想
像
に
お
任
せ
い
た
し
ま
す
。
3
日
の
午

前
9
時
1
5
分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、
王
将
果
樹
園
、
御

苦
楽
園
（
7
年
の
歳
月
を
か
け
作
っ
た
日
本
庭
園
で

立
ち
並
ぶ
柱
石
に
は
、
人
生
の
苦
楽
を
教
え
て
く
れ

る
格
言
金
言
が
刻
ま
れ
て
い
る
）
　
天
童
ワ
イ
ン
　
（
見

学
・
試
飲
・
山
形
県
は
葡
萄
収
穫
量
全
国
3
位
）
　
チ
ェ

リ
ー
ラ
ン
ド
寒
河
江
（
昼
食
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）

の
日
程
を
こ
な
し
、
寒
河
江
イ
ン
タ
よ
り
高
速
道
路

に
乗
り
帰
路
に
着
き
、
予
定
ど
お
り
の
時
間
の
午
後

㊨
大
崎
ク
ラ
ブ

◎
秋
の
研
修
旅
行

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
1
0
月
2
～
3
日
に

秋
の
研
修
旅
行
を
山
形
天
童
温
泉
で
実
施
し
ま
し
た
。

年
々
、
参
加
者
が
減
っ
て
い
た
が
、
広
崎
副
会
長
等

の
参
加
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
頂
き
、
女
性
1
7
名
男

3
時
半
に
古
川
駅

前
に
到
着
し
、
次

回
の
研
修
旅
行
へ

の
参
加
を
呼
び
か

け
、
解
散
し
ま
し

た。
大
型
バ
ス
で
の

移
動
は
大
変
楽
で

し
た
。
次
回
の
参

加
も
3
0
名
以
上
で

行
き
ま
し
ょ
う
。
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みんな仲良く活動しています

10　7　4

月　月　月

39　35　32

人　人　人

勉強会模様　…真剣です！

座学研修は大好評でした

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
マ
ル
チ
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
日
も
月
1
回
の
例
会
、
ど
ん
な
話
が
聞
か
れ
る

の
だ
ろ
う
、
皆
な
の
笑
顔
に
早
く
会
い
た
い
そ
の
日

は
と
て
も
う
き
う
き
心
躍
り
ま
す
。

4
月
の
総
会
か
ら
半
年
、
手
芸
あ
り
、
料
理
、
絵

手
紙
、
茶
道
、
健
康
体
操
と
ど
れ
を
取
っ
て
も
毎
日

の
生
活
に
憩
い
と
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
1
1

月
は
炉
開
き
で
着
物
を
着
て
静
か
に
お
茶
を
点
て
る

落
ち
着
い
た
一
時
が
何
に
も
か
え
が
た
い
時
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
正
月
の
お
花
と
初
釜
の
稽
古
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
、
会
員
ど
う
し
が
知
恵
を
出

し
楽
し
み
な
が
ら
自
ら
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

会
の
参
加
人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ョ
ン
で
気
持
ち

や
考
え
を
伝
え

合
っ
て
い
ま
す
。

私
達
に
と
っ
て
変

わ
り
の
な
い
平
凡

な
毎
日
が
と
て
も

幸
せ
で
、
豊
か
に

日
々
過
せ
る
事
に

感
謝
し
次
の
例
会

を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

㈱
古
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
9
時
半
よ
り
実
施
し
て
い
る
、
勉
強

3
月
　
3
5
人

6
月
　
3
2
人

9
月
　
2
1
人

平
均
す
る
と
8

～
1
0
人
位
集
ま
り

ま
す
。
1
1
月
6
日

に
い
つ
も
よ
り
遅

れ
ま
し
た
が
、
秋

季
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
9
月
、

1
0
月
は
特
に
対
局

に
も
力
が
入
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で

5
月
　
3
6
人

8
月
　
2
4
人

実
技
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
初
め
て

の
試
み
で
参
加
者

か
ら
は
活
発
な
質

問
が
出
さ
れ
、
〝
来

年
も
ま
た
開
催

を
〃
と
の
声
が
上

が
る
ほ
ど
大
好
評

で
し
た
。

・
第
1
0
回
三
地
区

す
。
1
2
月
、
1
月
に
実
施
す
る
、
打
ち
納
め
会
、
打

ち
初
め
会
の
結
果
も
合
せ
て
次
回
に
は
紹
介
出
来
る

と
思
い
ま
す
。
な
お
役
員
会
を
9
月
1
8
日
に
開
き
秋

季
大
会
等
の
日
程
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
N
T
T
古
川
O
B
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

・
基
本
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
講
習
会
を
開
催

7
月
2
3
日
、
加
美
郡
色
麻
町
「
愛
宕
山
農
業
伝
習

館
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
を
会
場
に
し
て
新
規
会
員
を

対
象
に
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
基
本
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
講

習
会
」
を
開
催
し
2
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
作
成
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

を
教
材
に
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
座
学
研
修
、
午
後
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

9
月
9
日
、
第
1
0
回
三
地
区
（
お
い
た
ま
・
小
牛

田
・
古
川
）
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
宮
城
県
加

美
町
「
中
新
田
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」
で
開
催
さ
れ
、
総
勢
3
8
名
が
参
加
し
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
節
目
の
記
念
す
べ
き

1
0
回
大
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
団
体
戦
を
設

け
、
豪
華
な
景
品
と
併
せ
記
念
す
べ
き
大
会
に
相
応

し
い
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
夜
に
は

会
場
を
鳴
子
温
泉
「
玉
造
荘
」
　
に
移
し
、
表
彰
式
、

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

男
子
の
部
　
優
　
勝
　
鈴
木
　
源
一
（
古
　
川
）

準
優
勝
　
大
原
　
啓
祐
（
小
牛
田
）

第
3
位
　
地
相
　
恭
介
　
（
古
　
川
）

女
子
の
部
　
優
　
勝
　
中
鉢
　
信
子
　
（
古
　
川
）

準
優
勝
　
鈴
木
　
貞
子
（
古
　
川
）
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第10回三地区PG愛好会交流大会参加者

心身ともにリフレッシュ

第
3
位
　
大
原
　
直
子
（
小
牛
田
）

尚
、
団
体
戦
は
古
川
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

㈲
花
野
果

平
成
2
6
年
4
月
2
1
日
退
職
者
サ
ロ
ン
に
て
例
会
後

全
員
参
加
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
計
報
告
、

今
年
度
の
活
動
計
画
等
が
話
し
合
わ
れ
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
結
成

以
来
月
1
回
の
活

動
を
休
む
事
な
く

延
べ
9
8
回
（
1
0
月

末
）
　
を
数
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
が
庭
に
咲
い

た
花
、
畑
で
収
穫

8
月
は
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
の
様
々
な
ス
パ
ン

コ
ー
ル
を
使
い
チ
ョ
ッ
と
変
っ
た
絵
手
紙
の
完
成
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
来
年
の
干
支
の
「
羊
」
　
の
年
賀
状

書
き
の
予
定
で
す
。
講
師
の
色
々
な
ア
イ
デ
ア
で
、

ど
ん
な
年
賀
状
に
な
る
の
か
、
一
同
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

脳
を
使
い
、
手
を
使
い
、
物
を
観
察
す
る
感
性
を

み
が
い
て
ボ
ケ
防
止
の
一
助
に
な
れ
ば
と
和
気
あ
い

あ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

し
た
野
菜
、
季
節
け

⑳
小
牛
田
ク
ラ
ブ

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

恒
例
と
な
っ
た
「
山
形
県
お
い
た
ま
、
古
川
、
小

牛
田
」
各
愛
好
会
と
の
交
流
大
会
は
第
1
0
回
日
と
な

た。
大
会
終
了
後
、
鳴
子
温
泉
郷
川
渡
温
泉
の
玉
造
荘

に
場
所
を
移
し
表
彰
式
と
懇
親
会
を
和
気
あ
い
あ
い

と
行
い
、
次
回
に
向
け
健
康
で
元
気
に
楽
し
く
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し

美。大
会
成
績

男
子
　
優
　
勝
　
鈴
木
　
源
一
（
古
　
川
）

準
優
勝
　
大
原
　
啓
祐
（
小
牛
田
）

女
子
　
優
　
勝
　
中
鉢
　
信
子
（
古
　
川
）

準
優
勝
　
鈴
木
　
貞
子
（
古
　
川
）

㈲
探
健
。
笑
は
こ
こ
だ
ク
ラ
ブ

の
果
物
な
ど
を
手
に
サ
ロ
ン
に
集
ま
っ
て
来
ま
す
。

元
乙
女
達
で
サ
ロ
ン
は
一
気
に
華
ざ
ま
す
。
描
き
た

い
物
を
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
い
ま

だ
に
「
ヘ
タ
が
い
い
」
絵
を
措
い
て
い
ま
す
。

6
月
は
化
女
沼
へ
写
生
に
行
き
ま
し
た
。
ひ
っ
そ

り
と
咲
く
山
野
草
に
心
が
落
ち
着
く
ひ
と
時
で
し
た
。

7
月
は
お
一
人
に
な
ら
れ
た
7
0
歳
以
上
の
先
輩
方

に
「
お
元
気
で
す
か
」
　
の
二
言
を
添
え
て
暑
中
見
舞

状
を
4
8
枚
程
発
送
し
ま
し
た
。
「
へ
夕
な
絵
」
で
喜

ん
で
い
た
だ
き
私
達
も
大
い
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

り
記
念
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

9
月
9
日
、
古

川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
会
が
担
当
で

加
美
町
の
ふ
れ
あ

い
の
森
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て
3
8
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
ま
し

平
成
2
6
年
度
の

総
会
及
び
一
泊
旅

行
を
6
月
1
日
～

2
日
に
花
山
温
泉

「
温
湯
山
荘
」
　
で

実
施
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会

長
の
挨
拶
に
続
き

議
事
に
臨
み
、
出

席
者
の
協
力
で
円

滑
に
進
行
し
、
議
案
全
て
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

総
会
後
は
温
泉
と
料
理
を
堪
能
し
、
楽
し
い
一
夜
を

大
い
に
語
り
あ
い
ま
し
た
。

2
日
目
の
朝
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
「
温
湯
山
荘
」
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関心高いテーマに、魚心な受講者たち

出席者52名で記念撮影

付
近
を
散
策
し
新
鮮
な
山
の
空
気
を
一
杯
吸
い
、
心

身
と
も
に
健
康
増
進
が
図
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
で
、

楽
し
い
旅
で
し
た
。

㊨
栗
原
ク
ラ
ブ

◎
「
認
知
症
を
学
ぶ
会
」
開
催

薬
も
直
す
薬
も
な
い
」
と
の
事
で
、
多
少
不
安
に
な

り
ま
し
た
が
「
今
日
こ
の
会
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
認
知
症
」
　
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
の
事
を
聞
き
、
み
な
さ
ん
心
な
し
ホ
ッ
と

し
た
様
子
で
し
た
。

終
了
後
は
、
三
々
五
々
そ
れ
ぞ
れ
場
所
を
変
え
て

昼
食
会
と
な
り
、
会
員
相
互
の
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

物
故
者
3
名
と
震
災
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
、
会
長
挨
拶

そ
し
て
N
T
T
石
巻
支
店
長
進
藤
博
昭
様
よ
り
N
T

T
の
現
状
等
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
議
長

に
山
田
千
秋
さ
ん
を
選
出
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

2
5
年
度
事
業
報
告
、
収
支
報
告
、
2
6
年
度
事
業
計
画

平
成
2
6
年
7
月

2
6
日
、
築
館
総
合

支
所
多
目
的
室
を

お
借
り
し
て
「
認

知
症
を
学
ぶ
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
連
日

3
0
度
を
超
す
猛
暑

日
で
「
認
知
症
」

⑳
石
巻
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
日
日
、
飛
翔
閥
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

前
年
は
1
2
月
の
実
施
で
し
た
が
、
暖
か
い
時
期
の

希
望
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
震
災
前
に
実
施
し
て

い
た
6
月
に
し
ま
し
た
。
日
に
ち
は
、
大
震
災
発
生

新
任
幹
事
に
斎
藤

和
子
さ
ん
推
薦
。

す
べ
て
の
議
案
の

承
認
を
受
け
閉
会

し
ま
し
た
。
お
楽

し
み
の
懇
親
会
は

中
山
勝
文
さ
ん
の

司
会
で
開
会
。
踊

り
や
カ
ラ
オ
ケ
で

よ
り
も
「
熱
中
症
を
学
ぶ
会
」
　
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た

の
で
は
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
家
族
を
含

め
3
1
名
が
集
ま
り
、
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

講
師
は
、
築
館
・
志
波
姫
統
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
2
名
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
を

交
え
て
大
変
解
り
や
す
く
話
し
て
頂
き
、
全
員
熱
心

に
受
講
し
た
と
こ
ろ
1
時
間
半
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
、
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

「
認
知
症
は
、
だ
れ
で
も
な
り
得
る
」
「
予
防
す
る

日
で
あ
り
犠
牲
と

な
っ
た
会
員
7
名

の
月
命
日
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
追
悼

の
思
い
を
込
め
、

1
1
日
と
し
て
い
ま

す
。
3
月
末
会
員

数
2
5
2
名
、
出

席
者
5
2
名
（
男
性

2
8
名
、
女
性
2
4
名
）

で
し
た
。
始
め
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特
に
、
優
雅
な
舞
で
魅
了

す
る
鰹
谷
た
み
子
さ
ん
、
名
取
か
ら
駆
け
つ
け
た
今

野
え
い
子
さ
ん
の
手
話
歌
「
花
は
咲
く
」
そ
し
て
千

葉
絹
子
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
々
、
女
性
陣
が
大
活

躍
し
た
楽
し
い
楽
し
い
2
時
間
で
し
た
。

来
年
も
ま
た
、
元
気
に
再
会
で
き
る
よ
う
誓
い
合

い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

定
期
総
会
に
先
立
ち
、
石
巻
警
察
署
生
活
安
全
係

長
三
浦
健
二
様
を
お
招
き
し
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
る
「
振
り
込
め
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
巻
地
方
で
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あ
っ
た
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
の
説
明
に
他
人
事
で
は

な
い
と
み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
相
手
は

手
を
替
え
品
を
変
え
て
迫
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
最

近
は
、
振
込
め
で
は
な
く
、
直
接
受
取
り
や
宅
配
便

の
利
用
も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
友
人
・
警
察
に
相
談
す

る
こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
出
席
者

全
員
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

◎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

総
会
で
の
承
認
を
受
け
活
動
を
開
始
。
6
月
、
8

月
と
各
8
名
の
参
加
で
例
会
を
実
施
。
先
輩
諸
氏
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
今
後
も
偶
数
月
の
例

会
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
し
て
い
ま
す
。

9
月
3
0
日
、
シ
ェ
ル
コ
ム
せ
ん
だ
い
で
開
催
さ
れ

た
宮
城
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
8
名
参
加
、

中
山
会
長
の
1
3
位
が
最
高
位
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

を
伊
藤
さ
ん
と
中

山
会
長
が
い
た
だ

い
た
の
が
せ
め
て

も
の
救
い
で
し
た
。

腕
の
差
を
見
せ
つ

け
ら
れ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
来

年
は
頑
張
る
ぞ
！


